
(57)【要約】

【課題】Ａ０判～Ａ２判といった大型容量性ＥＬパネル

を冷却装置を使用せずに高輝度・高安定で、故障なく駆

動することのできるＥＬ駆動回路を提供する。

【解決手段】昇圧トランス１１と、昇圧トランス１１に

接続されたコンバータ１２と、コンバータ１２に接続さ

れたインバータ１３とから成る主回路と、大容量性ＥＬ

パネル１７に流れる負荷電流を検出する負荷電流検出回

路１５と、負荷電流検出回路１５に接続されたＣＰＵ９

１と、ＣＰＵ９１に接続されたＰＷＭ制御回路９２と、

から成る制御回路と、を備え、ＰＷＭ制御回路１２の出

力をインバータ１３に接続して成る大容量性ＥＬパネル

駆動回路１７において、インバータ１３の出力側にリア

クトル１４を接続した。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
  昇 圧 ト ラ ン ス と 、 前 記 昇 圧 ト ラ ン ス に 接 続 さ れ た コ ン バ ー タ と 、 前 記 コ ン バ ー タ に 接 続
さ れ た イ ン バ ー タ と か ら 成 る 主 回 路 と 、
　 負 荷 で あ る 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 流 れ る 負 荷 電 流 を 検 出 す る 負 荷 電 流 検 出 回 路 と 、 前 記
負 荷 電 流 検 出 回 路 に 接 続 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ と 、 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ に 接 続 さ れ た Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 と 、 か
ら 成 る 制 御 回 路 と 、 を 備 え 、 前 記 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 の 出 力 を 前 記 イ ン バ ー タ に 接 続 し て 成 る
大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル 駆 動 回 路 に お い て 、
　 前 記 イ ン バ ー タ １ ３ の 出 力 側 に リ ア ク ト ル を 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ
ネ ル 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 フ ィ ル タ ー 回 路 を 前 記 リ ア ク ト ル の 前 又 は 後 に 接 続 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載
の 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル 駆 動 回 路 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル 駆 動 回 路 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 容 量 性 Ｅ Ｌ 素 子 の 駆 動 回 路 は こ れ ま で に も い ろ い ろ 提 案 さ れ て き た （ 例 え ば 、 特 許 文 献
１ 参 照 ） 。
　 Ｅ Ｌ 駆 動 用 の イ ン バ ー タ の 多 く は Ｅ Ｌ サ イ ズ （ 面 積 ） が 大 き く な る に つ れ て 、 イ ン バ ー
タ の 変 換 効 率 の 向 上 と 電 源 の コ ン パ ク ト 化 が 強 く 求 め ら れ る よ う に な っ て い る 。 特 に 、 最
近 、 Ａ ０ 判 （ ８ ４ １ × １ １ ８ ９ ｍ ｍ ） ～ Ａ ２ 判 （ ４ ２ ０ × ５ ９ ４ ｍ ｍ ） と い う 大 型 の Ｅ Ｌ
表 示 素 子 が 開 発 さ れ て い る が 、 こ の よ う な 大 容 量 の 大 型 Ｅ Ｌ パ ネ ル を 従 来 の 自 励 式 ブ ロ ッ
キ ン グ 発 振 方 式 や 直 列 共 振 他 動 イ ン バ ー タ 方 式 の 駆 動 回 路 を 用 い て 駆 動 さ せ る と 、 大 電 流
が 流 れ る た め 、 発 熱 が 多 く て 、 液 冷 装 置 で 冷 却 す る 必 要 が あ る 等 、 実 用 化 が 困 難 で あ っ た
。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ３ ３ ８ ４ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 本 発 明 は こ れ ら の 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 Ａ ０ 判 ～ Ａ ２ 判 と い っ た 大 型
の 容 量 性 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 を 冷 却 装 置 を 使 用 せ ず に 高 輝 度 ・ 高 安 定 で 、 故 障 な く 駆 動 す る こ と
の で き 、 か つ Ｅ Ｌ 表 示 素 子 の 劣 化 に よ る 容 量 の 低 下 に 対 応 で き る Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と し て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 は 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル 駆 動 回 路 に 係 り
、 昇 圧 ト ラ ン ス と 、 前 記 昇 圧 ト ラ ン ス に 接 続 さ れ た コ ン バ ー タ と 、 前 記 コ ン バ ー タ に 接 続
さ れ た イ ン バ ー タ と か ら 成 る 主 回 路 と 、
　 負 荷 で あ る 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 流 れ る 負 荷 電 流 を 検 出 す る 負 荷 電 流 検 出 回 路 と 、 前 記
負 荷 電 流 検 出 回 路 に 接 続 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ と 、 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ に 接 続 さ れ た Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 と 、 か
ら 成 る 制 御 回 路 と 、 を 備 え 、 前 記 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 の 出 力 を 前 記 イ ン バ ー タ に 接 続 し て 成 る
大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル 駆 動 回 路 に お い て 、
　 前 記 イ ン バ ー タ １ ３ の 出 力 側 に リ ア ク ト ル を 接 続 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル 駆 動 回 路 に お い て 、 フ ィ ル
タ ー 回 路 を 前 記 リ ア ク ト ル の 前 又 は 後 に 接 続 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 冷 却 装 置 を 使 用 せ ず に 高 輝 度 ・ 高 安 定 で 、 故 障 な く 駆 動 す る こ
と の で き る 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル 駆 動 回 路 が 得 ら れ 、 か つ Ｅ Ｌ 表 示 素 子 の 劣 化 に よ る 容 量 の
低 下 に 対 応 で き る よ う に も な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 で は 従 来 の 直 列 共 振 他 動 イ ン バ ー タ 方 式 の 駆 動 回 路 を 止 め て 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 イ ン バ
ー タ 方 式 の 駆 動 回 路 を 用 い る こ と に よ っ て 、 大 型 の 容 量 性 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 の 駆 動 回 路 を 得 る
よ う に す る も の で あ る 。
　 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 自 体 は 従 来 の モ ー タ の 制 御 に 使 わ れ て い る よ く 知 ら れ た 技 術 で あ る 。 図 ２ は
Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 自 体 が モ ー タ の 制 御 に 使 わ れ て い る 回 路 例 を 示 し て い る 。 　 図 に お い て 、 昇 圧
ト ラ ン ス ２ １ と コ ン バ ー タ ２ ２ と イ ン バ ー タ ２ ３ と イ ン ダ ク シ ョ ン モ ー タ ２ ４ と で モ ー タ
の 主 回 路 を 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ れ の 制 御 は 次 の よ う に な る 。
　 オ ペ レ ー タ が 入 出 力 装 置 か ら 運 転 条 件 を Ｃ Ｐ Ｕ ９ １ に 与 え て 運 転 開 始 す る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ９
１ は 制 御 プ ロ グ ラ ム に し た が っ て 運 転 条 件 か ら 指 令 を 演 算 し て こ れ を Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ９ ２
に 与 え る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ９ ２ は 指 令 か ら Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 に し た が っ た オ ン ・ オ フ 制 御 信 号 を
Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ ２ ３ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 与 え る 。 こ れ に よ り モ ー タ ２ ４ は Ｐ Ｗ Ｍ
制 御 に し た が っ た 制 御 が 行 わ れ る 。
  モ ー タ ２ ４ の 回 転 数 は 付 属 の エ ン コ ー ダ に よ っ て 検 出 さ れ 、 検 出 値 は Ｃ Ｐ Ｕ に フ ィ ー ド
バ ッ ク 制 御 さ れ 、 次 の 指 令 に 反 映 さ れ る 。
　 こ れ に よ り モ ー タ の 駆 動 回 路 を 高 周 波 化 す る こ と が で き る の で 小 形 ・ 軽 量 化 が は か れ る
よ う に な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 が 扱 う パ ル ス 幅 変 調 （ Pulse Width Modulation） 制 御 に つ い て 、 説 明 す
る 。 図 ３ は ３ 相 電 流 形 イ ン バ ー タ の 主 回 路 構 成 図 を 示 し て い る 。 電 流 形 イ ン バ ー タ は 直 流
回 路 に リ ア ク ト ル Ｌ を 挿 入 し て イ ン ピ ー ダ ン ス を 高 く し た も の で 、 交 流 出 力 側 か ら み れ ば
電 流 源 と し て 動 作 す る 。 交 流 側 に は コ ン デ ン サ Ｃ が 接 続 さ れ 、 出 力 電 流 の 急 激 な 変 化 に 伴
う サ ー ジ 電 圧 を 吸 収 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 ４ は 負 荷 の 電 圧 （ た と え ば 、 交 流 電 動 機 の 逆 起 電 力 ） に 同 期 し た 正 弦 波 電 流 を 出 力 す
る 場 合 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 電 流 形 イ ン バ ー タ の 基 本 動 作 を 示 し た も の で あ る 。 電 流 形 イ ン バ ー タ
で は リ ア ク ト ル Ｌ の 電 流 経 路 を 常 に 確 保 す る 必 要 が あ り 、 電 圧 形 イ ン バ ー タ と は 少 し 異 な
っ た Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 動 作 に な る 。
　 基 本 周 波 数 の 電 気 角 を ６ ０ ° ご と に 分 割 し 、 そ の ６ ０ ° 期 間 で 変 調 率 の 最 も 大 き な 相 の
一 つ の 素 子 を オ ン 状 態 に し 、 他 の ２ 相 の 素 子 を Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 し て 、 正 弦 波 出 力 電 流 を 得 る よ
う に し て い る 。 例 え ば 、 ａ ～ ｂ の ６ ０ ° 期 間 で は 素 子 Ｓ １ を オ ン し 、 Ｓ ５ お よ び Ｓ ６ を Ｐ
Ｗ Ｍ 制 御 し て 、 Ｖ 相 お よ び Ｗ 相 の 電 流 を コ ン ト ロ ー ル す る 。 こ の と き 、 Ｓ ５ 、 Ｓ ６ が と も
に オ フ に な る 期 間 が 発 生 す る が 、 そ の 期 間 、 素 子 Ｓ ４ に オ ン 信 号 を 与 え 、 Ｕ 相 の 上 下 ア ー
ム を 短 絡 さ せ 、 リ ア ク ト ル の 電 流 経 路 を 確 保 す る 。 結 果 的 に 、 Ｕ 相 電 流 ｉ ｕ は 図 示 の よ う
に な り 、 そ の 平 均 値 と し て 負 荷 電 圧 ｖ ｕ に 同 期 し た 正 弦 波 電 流 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ５ は 上 記 モ ー タ 制 御 に 使 わ れ て い る Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 を 本 発 明 が 対 象 と し て い る 大 容 量 性 Ｅ
Ｌ パ ネ ル に 適 用 し た 回 路 例 で あ る 。
　 図 に お い て 、 昇 圧 ト ラ ン ス １ １ と コ ン バ ー タ １ ２ と イ ン バ ー タ １ ３ と 負 荷 で あ る 大 容 量
性 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ７ と で 主 回 路 を 構 成 し 、 モ ー タ が 備 え て い た エ ン コ ー ダ の 代 り に 電 流 ・ 電
圧 検 出 回 路 １ ５ を イ ン バ ー タ １ ３ と 負 荷 で あ る 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ７ と の 間 に 挿 入 し て
い る 。
　 こ れ の 制 御 は 、 オ ペ レ ー タ が 入 出 力 装 置 か ら 運 転 条 件 を Ｃ Ｐ Ｕ に 与 え て 運 転 開 始 す る と
、 Ｃ Ｐ Ｕ は 制 御 プ ロ グ ラ ム に し た が っ て 運 転 条 件 か ら 指 令 を 演 算 し て こ れ を Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回
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路 に 与 え る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 は 指 令 か ら Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 に し た が っ た オ ン ・ オ フ 制 御 信 号 を Ｄ
Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 与 え る 。
　 こ れ に よ り 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル は Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 に し た が っ た 制 御 が 行 わ れ る 筈 で あ っ た 。
と こ ろ が 、 そ の モ ー タ の 代 り に 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル パ ネ ル を 用 い て イ ン バ ー タ で 駆 動 し て
見 た と こ ろ 、 イ ン バ ー タ １ ３ が 突 然 故 障 し て し ま っ て 、 実 用 化 に は な ら な か っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ こ で 、 本 出 願 人 は そ の 原 因 を 追 求 し た と こ ろ 、 モ ー タ の 場 合 は 生 じ な か っ た 過 大 な 突
入 電 流 が 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル パ ネ ル に は 流 れ る か ら で あ る と い う こ と が 判 明 し た 。 本 発 明
は 図 ５ の 欠 点 を 改 良 し て 、 そ の 結 果 、 過 大 な 突 入 電 流 が 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル パ ネ ル に は 流
れ な い よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ は 本 発 明 に 係 る 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル 駆 動 回 路 で 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 を 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル
に 適 用 し た 成 功 例 で あ る 。
　 図 に お い て 、 昇 圧 ト ラ ン ス １ １ と コ ン バ ー タ １ ２ と イ ン バ ー タ １ ３ と 負 荷 で あ る 大 容 量
性 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ７ と で 主 回 路 を 構 成 し 、 モ ー タ が 備 え て い た エ ン コ ー ダ の 代 り に 電 流 ・ 電
圧 検 出 回 路 １ ５ を イ ン バ ー タ １ ３ と 負 荷 で あ る 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ７ と の 間 に 挿 入 し て
い る ま で は 図 ５ と 同 じ で あ る が 、 イ ン バ ー タ １ ３ と 電 流 ・ 電 圧 検 出 回 路 １ ５ と の 間 に リ ア
ク ト ル を 挿 入 し て い る 点 で 異 な っ て い る 。
　 負 荷 電 流 検 出 回 路 １ ５ は 負 荷 で あ る 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 流 れ る 負 荷 電 流 を 検 出 し 、 Ｃ
Ｐ Ｕ ９ １ に 送 信 す る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ９ １ の 出 力 は コ ン バ ー タ １ ２ と Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ９ ２ と に 送 ら
れ 、 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ９ ２ の 出 力 は イ ン バ ー タ １ ３ に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ れ の 制 御 は 、 オ ペ レ ー タ が 入 出 力 装 置 か ら 運 転 条 件 を Ｃ Ｐ Ｕ ９ １ に 与 え て 運 転 開 始 す
る と 、 Ｃ Ｐ Ｕ ９ １ は 制 御 プ ロ グ ラ ム に し た が っ て 運 転 条 件 か ら 指 令 を 演 算 し て こ れ を Ｐ Ｗ
Ｍ 制 御 回 路 ９ ２ に 与 え る 。 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 ９ ２ は 指 令 か ら Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 に し た が っ た オ ン ・
オ フ 制 御 信 号 を Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ １ ３ の ス イ ッ チ ン グ 素 子 に 与 え る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 フ イ ー ド バ ッ ク 系 １ ５ は 次 の よ う に 機 能 す る 。
　 今 、 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル が 劣 化 し た り し て 輝 度 が 少 な く な る と 、 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル １
７ に 流 れ る 電 流 も 少 な く な る の で 、 こ れ を 電 流 検 出 回 路 １ ５ が 小 検 出 値 で 検 出 う る の で 、
Ｃ Ｐ Ｕ ９ １ に は そ れ に 見 合 っ た 小 検 出 値 が 入 る こ と と な り 、 基 準 値 と の 差 が 大 き く な り 、
Ｃ Ｐ Ｕ ９ １ は こ の 差 を 縮 め る 方 向 に Ｄ Ｃ ／ Ａ Ｃ イ ン バ ー タ １ ３ に 指 令 を 与 え 、 こ れ に よ り
大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル の 輝 度 が 増 す こ と と な る 。
　 こ れ に よ り 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ７ は Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 に し た が っ た 制 御 が ス ム ー ズ に 行 わ れ
、 問 題 は 生 じ な か っ た 。
　 リ ア ク ト ル １ ４ が 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ７ に 流 れ 込 む 大 き な 突 入 電 流 を 防 止 す る 機 能 を
果 た し て い る か ら で あ る と 推 察 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 リ ア ク ト ル を イ ン バ ー タ １ ３ と 電 流 ・ 電 圧 検 出 回 路 １ ５ と の 間 に 挿 入 し て い る が
、 電 流 ・ 電 圧 検 出 回 路 １ ５ と 負 荷 １ ７ （ 又 は フ ィ ル タ ー 回 路 ） と の 間 に 挿 入 し て も 構 わ な
い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 フ ィ ル タ ー 回 路 １ ６ を リ ア ク ト ル １ ４ と 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル パ ネ ル １ ７ と の 間
に 設 け た こ と に よ り 、 リ ア ク ト ル １ ４ を 挿 入 し た こ と に 起 因 す る と 思 わ れ る ス パ イ ク ノ イ
ズ を 吸 収 す る こ と で 、 よ う や く 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル １ ７ の 駆 動 回 路 と し て 実 用 化 に こ ぎ つ
け た 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 昇 圧 ト ラ ン ス と 、 前 記 昇 圧 ト ラ ン ス に 接 続 さ れ た コ ン
バ ー タ と 、 前 記 コ ン バ ー タ に 接 続 さ れ た イ ン バ ー タ と か ら 成 る 主 回 路 と 、
　 負 荷 で あ る 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 流 れ る 負 荷 電 流 を 検 出 す る 負 荷 電 流 検 出 回 路 と 、 前 記
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負 荷 電 流 検 出 回 路 に 接 続 さ れ た Ｃ Ｐ Ｕ と 、 前 記 Ｃ Ｐ Ｕ に 接 続 さ れ た Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 と 、 か
ら 成 る 制 御 回 路 と 、 を 備 え 、 前 記 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路 の 出 力 を 前 記 イ ン バ ー タ に 接 続 し て 成 る
大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル 駆 動 回 路 に お い て 、 前 記 イ ン バ ー タ １ ３ の 出 力 側 に リ ア ク ト ル を 接 続
し た こ と に よ り 、 Ａ ０ 判 ～ Ａ ２ 判 と い っ た 大 型 の 容 量 性 Ｅ Ｌ 表 示 素 子 を 冷 却 装 置 を 使 用 せ
ず に 高 輝 度 ・ 高 安 定 で 、 故 障 な く 駆 動 す る こ と の で き 、 か つ Ｅ Ｌ 表 示 素 子 の 劣 化 に よ る 容
量 の 低 下 に 対 応 で き る Ｅ Ｌ 駆 動 回 路 が 得 ら れ た 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル 駆 動 回 路 の 回 路 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 自 体 が モ ー タ の 制 御 に 使 わ れ て い る 回 路 例 を 示 し て い る 。
【 図 ３ 】 ３ 相 電 流 形 イ ン バ ー タ の 主 回 路 構 成 の １ 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 負 荷 電 圧 に 同 期 し た 正 弦 波 電 流 を 出 力 す る 場 合 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 電 流 形 イ ン バ ー タ の
基 本 動 作 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 モ ー タ 制 御 の Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 を 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル に 適 用 し た 回 路 例 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
１ １ 　 昇 圧 ト ラ ン ス
１ ２ 　 コ ン バ ー タ
１ ３ 　 イ ン バ ー タ
１ ４ 　 リ ア ク ト ル
１ ５ 　 負 荷 電 流 検 出 回 路
１ ６ 　 フ ィ ル タ ー 回 路
１ ７ 　 大 容 量 性 Ｅ Ｌ パ ネ ル
９ １ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
９ ２ 　 Ｐ Ｗ Ｍ 制 御 回 路
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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